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添付書類：別紙 

     別冊 

     防人２第５４５２号（１４．６．２１） 

人２第５４５３号・運衛第５４５３号（１４．６．２１） 



別 紙 

 

自衛官等の採用時に行う薬物使用検査実施要領 

 

１ 目 的 

この例規通達は、自衛官、自衛官候補生、予備自衛官補及び陸上自衛隊高等工科学

校の生徒の採用時に行う薬物使用検査に係る実施要領を定めることにより、薬物使用

者の入隊等を防止することを目的とする。 

 

２ 検査対象者 

  医科・歯科幹部（公募）、一般・歯科・薬剤科幹部候補生、陸上自衛官（看護）、一

般曹候補生、自衛官候補生、２等陸士、予備自衛官補、陸上自衛隊高等工科学校の生

徒、体育特殊技能者及び任期付自衛官の採用予定者等とする（再任用自衛官、予備自

衛官及び即応予備自衛官並びに既に隊員としての身分を保有する者は検査の対象

外）。 

 

３ 薬物使用検査の実施責任者 

  付紙第１のとおり。 

 

４ 検査の細部実施要領 

  人２第５４５３号・運衛第５４５３号（１４．６．２１）「自衛官等の採用時に行う 

薬物使用検査について（通知）」（以下「局長通知」という。）による。 

 

５ 報告・通知 

(1) １次検査終了後 

ア 薬物使用検査の実施責任者（以下単に「実施責任者」という。）は、局長通知別

添第１２項に示す１次検査の結果の取扱いにおいて薬物の使用を認めた採用予定者

等が発生した場合には、付紙第２に示す様式を基準とし、任免権者に報告又は通知

する（採用種目別に一検査一葉を基準）。 

イ アの通知を受けた任免権者は、付紙第２に示す様式を基準とし、順序を経て速や

かに陸上幕僚長に報告する。 

(2) ２次検査終了後 

ア 陽性反応が出た者についての報告 

(ｱ) 実施責任者は、局長通知別添第１５項に示す２次検査の結果陽性反応が出た者

が発生した場合には、付紙第３に示す様式を基準とし、任免権者に報告又は通

知する（一人一葉を基準）。 



(ｲ) (ｱ)の通知を受けた任免権者は、付紙第３に示す様式を基準とし、順序を経て

速やかに陸上幕僚長に報告する。 

    イ 薬物使用検査結果についての報告 

実施責任者は、局長通知別添第１６項に示す検査の結果について、付紙第４の

様式により２次検査終了後、順序を経て速やかに陸上幕僚長に報告する。 

 

  



付紙第１ 

薬物使用検査の実施責任者 

 

採用種目 薬物使用検査の実施責任者 

医科・歯科幹部（公募） 駐屯地業務隊長等 

一般・歯科・薬剤科 

幹部候補生 
幹部候補生学校長 

陸上自衛官（看護） 衛生学校長 

一般曹候補生（男子） 各方面隊の教育担任部隊長 

一般曹候補生（女子） 女性自衛官教育隊長 

自衛官候補生 駐屯地業務隊長等（駐屯地業務隊長又は

駐屯地業務を担当する部隊等の長） ２等陸士 

予備自衛官補 

一般公募：自衛隊地方協力本部長が指定

する陸上自衛隊の幹部自衛官

又はこれに相当する事務官等 

技能公募：方面総監が指定する陸上自衛

隊の幹部自衛官又はこれに相

当する事務官等 

高等工科学校生徒 高等工科学校長 

体育特殊技能者 
自衛隊体育学校長 

冬季特別体育教育室長 

任期付自衛官 指定部隊等の長（注） 

  注：「指定部隊等の長」とは、陸上自衛官の育児休業に伴う任期付採用に関する達

（陸上自衛隊達第２１－２５号（１９．１０．２６））第２条及び陸上自衛官

の配偶者同行休業に伴う任期付採用に関する達（陸上自衛隊達第２１－２７号

（２６．２．２１））第３条に規定されたものをいう。 



付紙第２ 

１次検査において薬物の使用を認めた採用予定者等に関する報告 

 

 

該当者数（人） 

 

 

 

 

 

該当者の出頭部隊 

 

 

 

 

 

薬物使用検査実施年月日 

 

 

 

 

 

該当者の採用種目 

 

 

 

 

警務隊への通報に関する 

事項 

 

 

 

その他、参考となる事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注：記載後は、注意とする。 



付紙第３ 

２次検査の結果陽性が出た者についての報告 

 

 

該当者の所属 

 

 

 

 

 

階級・氏名（年齢） 

 

 

 

 

 

薬物使用検査実施年月日 

 

 

 

 

 

該当者の採用種目 

 

 

 

 

警務隊への通報に関する 

事項 

 

 

 

その他、参考となる事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注：記載後は、個人情報（注意）とする。 



付紙第４ 

薬物使用検査結果報告 

 

採用種目 
 

 

着隊数（人） 
 

 

身体検査実施者数（人） 
 

 

身体検査不合格者数（人） 
 

 

１次検査 

実施年月日： 

                                                               （人） 

１回目 ２回目（１回目陽性者の区分） 

拒否者数 陰性者数 陽性者数 拒否者数 陰性者数 陽性者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２次検査 

実施年月日： 

結果受領月日： 

                             （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

拒否者数 陰性者数 陽性者数 

 

 

 

 

 

 

特記事項 

 

 

 

 

 

   注：記載後は、注意とする。 



陸幕募援第６８号（令和３年４月１日）別冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

薬物使用検査細部マニュアル（Ｑ＆Ａ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上幕僚監部 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 



 
 

まえがき 

 

 自衛官等の採用時に行う薬物使用検査は、平成１４年７月１日から開始さ

れたが、当時、薬物使用検査は、防衛庁として初めて実施する検査であり、

実施の根拠や細部の検査要領等、分かりにくい部分が多々あるものと予想さ

れ、薬物使用検査細部マニュアル（Ｑ＆Ａ）（以下「Ｑ＆Ａ」という。）を

作成した。 

 この「Ｑ＆Ａ」は、主として薬物使用検査の実施責任者（以下「実施責任

者」という。」）の立場での薬物使用検査に関連する内容を主体とした予想

質問について記述している。今後も必要により逐次整備していくものである

が、当面の業務の参考として活用されたい。 
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１ 全 般 

 

 Ｑ１ 薬物使用検査で完全な薬物使用者の排除はできるのか。また、事

務官等（事務官及び技官）は薬物使用検査の対象とならないのか。 

 Ａ  薬物使用検査で薬物使用の反応を確認できるのは、禁止薬物の一部

に限定される。よって、この薬物使用検査をもって完全な薬物使用者

の排除を実施しきれないのは事実であるが、募集要項及び採用予定通

知時に周知を行うということから抑止効果が期待でき、薬物使用者の

入隊等の防止は十分追求できると思われる。この際、薬物使用検査は

犯罪捜査を目的に行うものでなく、薬物を使用していないことを確認

する検査であると認識されたい。 

    事務官等の薬物使用検査については、平成１５年度以降実施する方

向で当時内部部局主体に検討されたが、当該年度予算の概算要求が財

務当局に認められず、以来実施されていない。今後実施することとな

った場合は、改めて示す。 

 

 Ｑ２ 薬物使用検査を実施できる根拠は何か。 

 Ａ  薬物使用検査は、自衛隊法施行規則（昭和２９年総理府令第４０号）

第３６条を根拠とするものであり、具体的には同条を根拠とする実施

要綱（防人２第５４５２号（１４．６．２１）「自衛官等の採用時に

行う薬物使用検査について（通達）」。以下「事務次官通達」という。）

により実施するものである。薬物使用検査を受けない採用予定者等及

び薬物使用を認めた採用予定者等を不採用とするのも、これが根拠と

なる。 

    実施要領について記述された人２第５４５３号・運衛第５４５３

号（１４．６．２１）「自衛官等の採用時に行う薬物使用検査につ

いて（通知）」（以下「局長通知」という。）は、実施要領に関す

る根拠である。 

 その他の関連法令として、別紙第１を参考にされたい。 

 

 Ｑ３ 全体的な薬物使用検査の流れはどうなっているのか。 

 Ａ  薬物使用検査の基本的流れは、別紙第２－１及び別紙第２－２を参

考にされたい。 

 

 
 
 
 



 Ｑ４ 薬物使用検査の実施を拒否した場合、どうなるのか。 

 Ａ  採用予定者及び予備自衛官補の受験者は、事務次官通達により、不

採用となる。 

 

 

２ 検査を実施する要員等 

 

 Ｑ５ 薬物使用検査班の要員には、専門的な知識が必要とされるのか。 

 Ａ  専門的な知識は特に必要ない。人数等も規定はない。 

 

 Ｑ６ 薬物使用検査の実施責任者は、どのような人が指定されているの

か。また、採用に関する任免権者も分かり難いがいかん。 

 Ａ１ 薬物使用検査の実施責任者の指定 

    陸上幕僚監部（以下「陸幕」という。）からの通達に示す実施責任

者は、基本的には入隊時身体検査の実施責任者となっている（ただし、

予備自衛官補の薬物使用検査の実施責任者は、身体検査の実施責任者

が指定する者とした。）。この理由は、身体検査と同時期に行い、身

体検査で使用する尿を用いて薬物使用検査の１次検査を行うという

点で特に身体検査との関連性が大であり、責任者を一元化させて同一

人物とするべきとの考えからである（予備自衛官補の薬物使用検査

は、方面総監及び自衛隊地方協力本部長の指揮下隊員に適任者が多数

存在するはずであり、あえて固定的な指定をするよりも柔軟性を保持

させようとの考えからである。）。 
  Ａ２ 採用に関する任免権者 
     入隊時身体検査（予備自衛官補は採用時の身体検査）の実施責任者

及びその根拠と採用に関する任免権者については、別紙第３の一覧表

を参考にされたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 



 Ｑ７ 薬物使用検査班の要員は、どこから選出すべきか。身体検査との兼 
   務は可能か。 

 Ａ１ 薬物使用検査の要員の選出 

    薬物使用検査は、身体検査とは異なるものであり、特に要員に専

門的知識が求められるものでもないため、基本的には実施責任者が

自己の部隊等から要員を選出する。これにより難い場合は、駐屯地

ごと所在部隊等間での調整により要員確保を図られたい。 
        また、身体検査を海上自衛隊、航空自衛隊又は部外の病院等に委託

して実施する必要性が生じた場合には、検査の要員の支援等、実施の

細部について相互によく調整を行うこととし、薬物使用検査班長は必

ず陸上自衛隊の要員から選出をして現地において薬物使用検査を総

括させるものとする。 
  Ａ２ 薬物使用検査の要員と身体検査の要員との兼務 

    要員の兼務は可能である。 

 

 

３ 検査用品の補給 

 

 Ｑ８ 薬物使用検査の１次検査で使用する検査キットの補給はどうなっ

ているのか。 

 Ａ   別紙第４のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 



４ 陽性反応が出た場合の処置 

 

 Ｑ９ 陽性反応が出た場合どうなるのか。 

 Ａ１ １次検査の場合  

       １次検査の検査キットの信頼性は、かなり高いと言われている

が、まれに風邪薬等で反応する場合がある。このため、１次検査で

陽性反応が出た場合は、事務次官通達及び局長通知により２次検査

を受検させることとなる。 

    １次検査での陽性反応が出た該当者の身分等の取扱いについては、

通常の採用予定者等又は隊員と同様（陰性であった者と同様）とする。 

  Ａ２  ２次検査（精密検査）の場合 

       部外委託による２次検査の信頼性は、約９９．９９パーセントと言

われているが、これをもって薬物使用の事実が明らかとなり犯罪者

（薬物使用者）として特定されるわけではない（「薬物使用の事実が

明らかとなった場合」には該当しない。）。ただし、２次検査の結果

陽性が出た場合には、局長通知別添第１５項により警務隊への通報を

実施することとなるため、当該隊員は、薬物使用の疑いのある者とし

て、警務隊及び警察による事実確認及び捜査を受けることとなる。 
    ２次検査で陽性反応が出た該当者の身分等の取扱いについては、捜

査等により薬物使用の事実が明らかにならない限り、通常の採用予定

者等又は隊員と同様（陰性であった者と同様）とする。 
 
 Ｑ10 １次検査で陽性反応が出た場合の２次検査の部外委託は、どのよう

にすればいいのか。 
 Ａ   別紙第５のとおりである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 



５ 薬物使用の事実が明らかとなった場合の処置 

 

 Ｑ11 薬物使用事実が明らかになった場合には、どのように報告すればよ

いか。 

 Ａ  １次検査において薬物使用の事実を認めることにより薬物使用の

事実が明らかとなった場合の報告については、基本的に陸幕の通達に

より実施されたい。 
    隊員として採用された以降の薬物使用事実の判明等の服務事案に

ついては、事故速報の要領で報告を行われたい。 

 
 Ｑ12 薬物使用事実が明らかになった場合の処分は、どうなっているの

か。 

  Ａ  処分の対象となるのは、隊員としての身分保有後に薬物使用事実

が明らかになった場合（本人が認めた場合や捜査結果等による場

合）である。 

    処分は、採用前の使用事実である場合は、基本的に自衛隊法施行令

（昭和２９年政令第１７９号）第６３条に基づく分限処分の対象とな

り、採用後の使用事実である場合は、自衛隊法（昭和２９年法律第１

６５号）第４６条第２項に基づく懲戒処分の対象となる。ただし、予

備自衛官補についてはＱ１４のとおりとなる。 

 

 Ｑ13 処分は、任免権者の判断で実施することとなるのか。 

  Ａ  薬物使用事実に基づく処分は任命権に関する訓令（昭和３６年防衛

庁訓令第４号）第４条第２項の「重要又は異例の事案」に該当するた

め、陸上幕僚監部（以下「陸幕」という。）人事教育部に報告し、内

部部局を通じ防衛大臣の指示を受けて任免権者が処分を実施するこ

ととなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



 
６ 予備自衛官補の検査実施要領 

 

 Ｑ14 予備自衛官補の薬物使用検査については、実施要領等に何か違いが

あるのか。                                                   
  Ａ   実施要領は、基本的に新規の採用予定者と同じである。ただし、薬

物使用検査の１次検査を採用試験時の身体検査に併せ実施するため、

２次検査の所要が発生した場合の検査結果は一般的に入隊前に判明

することとなり、実施責任者は入隊前の受検者と継続的な連携を保持

し、検査結果を連絡することとなる。この際、採用前に薬物使用事実

が判明した場合は、不採用となるが、採用後であれば、「予備自衛官

補の任免、服務、服装等に関する訓令（平成２８年防衛省訓令第４４

号）、「予備自衛官補の任免等細部取扱いに関する達（陸上自衛隊達

第２１－２４号（２８．５．１８））」に基づき免職の対象となる。 
 
７ 人権問題への対応 

 

 Ｑ15  人権問題等の心配はないのか。 

 Ａ    本検査の検討の当初から人権問題の発生防止を考慮しつつ検討を

進めてきたところである。特に、検査の実施そのものの正当性の保持、 
   検査実施間の問題発生防止及び不採用、処分等の任命権の行使に伴う

問題発生の防止の三つを重視し、人権問題の心配はないと判断され

る。 

    以下、細部について述べる。 

  １ 薬物使用検査の実施そのものの正当性の保持 

    Ｑ２の根拠の保持と募集要項や採用予定通知に薬物使用検査を行

う旨記載するなどにより自衛官等の志願者や採用予定者に対してあ

らかじめ周知することにより問題はない。 

  ２ 検査実施間の問題発生防止 

    基本的に局長通知（実施要領）により検査を実施している場合に 
   は心配はない。 

  ３ 不採用、処分等の任命権の行使 

    不採用の根拠として事務次官通達に記述された「採用」の項目が該

当し、これが根拠であり問題はない。また、処分に関しても飽くまで

薬物使用の事実が明らかになった場合に実施されることから問題は

ない。 
 

 



  ４ その他 

     特に薬物使用検査班員や部隊の隊員等に留意させる事項として、受

検を拒否する者に対し検査を強要する等の行為を絶対に行わないこ

と、薬物使用検査で陽性反応があっても薬物使用者扱いをする等の特

別な偏見を持たないこと。 
人権問題等の心配があった場合には、早急に陸幕人事教育部人事教

育計画課(担当 企画班准曹士管理（内線４０２１２から４））に連絡

されたい（陸幕として対応支援を行う。）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



別紙第１ 
 

薬 物 使 用 検 査 関 係 法 令 

 

１ 自衛隊法 

（隊員の採用） 

第３５条 隊員の採用は、試験によるものとする。ただし、試験以外の能力

の実証に基く選考によることを妨げない。 

２ 前項の試験及び選考その他隊員の採用の方法及び手続に関し必要な事

項は、防衛省令で定める。 

 

（条件附採用） 

第４１条 隊員の採用は、すべて条件附のものとし、その隊員がその職にお

いて六月を下らない期間を勤務し、その間その職務を良好な成績で遂行し

たときに、正式のものとなる。 

２ 条件附採用に関し必要な事項及び条件附採用期間であって六月をこえ

る期間を要するものについては、防衛省令で定める。 

 

（身分保障） 

第４２条 隊員は、懲戒処分による場合及び次の各号の一に該当する場合を

除き、その意に反して、降任され、又は免職されることがない。 

 一 勤務成績がよくない場合 

 二 心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えない 

  場合 

 三 前二号に規定する場合のほか、その職務に必要な適格性を欠く場合 

 四 組織、編成若しくは定員の改廃又は予算の減少により、廃職又は過員

を生じた場合 

 

（懲戒処分） 

第４６条 隊員が次の各号のいずれかに該当する場合には、これに対し懲戒

処分として、免職、降任、停職、減給又は戒告の処分をすることができる。 

 一 職務上の義務に違反し、又は職務を怠った場合 

 二 隊員たるにふさわしくない行為のあった場合 

 三 その他この法律若しくは自衛隊員倫理法（平成１１年法律第３０

号）又はこれらの法律に基づく命令に違反した場合 

 

 



 

２ 自衛隊法施行令 

（条件附採用期間中の隊員等の分限） 

第６３条 任命権者は、条件附採用期間中の隊員又は臨時的に任用された隊

員が法第４２条第４号に掲げる事由に該当する場合又は勤務成績の不良、

心身の故障その他の事由によりその官職に引き続き任用しておくことが

適当でないと認める場合若しくは臨時的に任用しておく必要がなくなっ

た場合には、これらの隊員をいつでも降任させ、又は免職することができ

る。 

 

３ 自衛隊法施行規則 

（試験の方法） 

第２２条 隊員の採用試験の方法は、筆記試験、身体検査及び口述試験と 

 する。 

２ 自衛官、自衛官候補生及び予備自衛官補の採用試験において、防衛大臣

が必要と認める場合には、前項に規定する試験の方法のほか、適性検査を

行うことができる。 

 

（雑則）                                                           
第３６条 本節に定めるもののほか、試験及び選考の方法及び手続に関し必

要な事項は、防衛大臣が定める。 

 

４ 刑事訴訟法 

（告発） 

第２３９条 何人でも、犯罪があると思料するときは、告発をすることが 

 できる。 

２ 官吏又は公吏は、その職務を行うことにより犯罪があると思料するとき

は、告発をしなければならない。 

（注：官吏は国家公務員、公吏は地方公務員を意味する。） 
 



















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


